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1. はじめに

1.1 概要

本書はUT/UP調節計を三菱電機（株）社製のシーケンサ（MELSEC-Qシリーズ）へ通信接続しデー
タのやり取りを行う方法について解説します。通信を行うことにより，シーケンサより調節計の
データやパラメータの読み出し／書き込みを行ったり，様々な命令を調節計にあたえることでより
複雑な制御が可能となります。
通信のインターフェイスとしては，三菱電機（株）社製シーケンサのシリアルコミュニケーション
ユニット（無手順モード）を使用します。UT/UP調節計は通信機能（RS－485）付きで，通信プロ
トコルはラダー通信プロトコルを使用します。
なお，詳細につきましては下記の取扱説明書もあわせてご参照ください。
・ GREENシリーズ通信機能説明書（IM 05G01B02-01）
・ GREENシリーズ通信リファレンス（IM 05G01B02-02）
・ UT100シリーズ通信機能説明書（IM 5C1E11-10）
・ UT Advancedシリーズ通信インターフェイス（RS485 Ethernet）ユーザーズマニュアル

MELSEC-Q

最大　1200ｍ，合計31台まで接続可能

RS485通信機能付き温度調節計

DI
モジュール

ｼﾘｱﾙ
ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ
ﾕﾆｯﾄ

・・・・

図1.1 システム構成例

No.

1

2

3

機器名 説明

Qシリーズシーケンサ

QJ71C24N

温度調節計

ベースユニットと電源ユニット，Qシリーズ シーケンサ
CPUユニットを使用します。

※QCPU（Aモード）使用不可

Q対応シリアルコミュニケーションユニット

RS485通信機能付き温度調節計

Qシリーズ ベーシックモデル

ハイパフォーマンスモデル

ユニバーサルモデル

UT130-□□/RS

UT150-□□/RS

UT152-□□/RS

UT155-□□/RS

UP 150-□□/RS

UT100シリーズ



4＜目次＞

TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

No.

3

機器名 説明

UT750-□1

UT550-□1

UT550-□2

UT520-□7

UT551-□1

UT551-□2

UT450-□1

UT450-□2

UT350-□1

UT320-□1

UT351-□1

UT321-□1

UP750-□1

UP550-□1

UP350-□1

UP351-□1

UM350-□1

UM351-□1

UM331-□1

UT55A-□□1

UT52A-□□1

UT35A-□□1

UT32A-□□1

Green Series

UT Advanced

1.2 導入効果例

 ●シーケンサから調節計のSP（目標設定値）やPID定数などを設定することが出来ます。

 ●シーケンサにモニターを接続することで，PV（測定値）やMV（操作出力値）の中央監視が

可能となります。

 ●アナログ伝送に比べ省配線となり，A/D－D/A変換によるアナログ伝送誤差がなくなります。

 ●ラダーシーケンスにより複雑な制御も可能となります。

2010.09.06-00
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2. 配線

MELSEC-QとUT/UPの結線図を下記に示します。

（1）2線式

SG SG SG

MELSEC-Q
シリアルコミュニケーションユニット

UT/UP
（Greenシリーズの4線式端子の場合）

UT/UP
（UT100シリーズの2線式端子の場合）

終端抵抗
220Ω

SDA(+)

SDB(-)

RDA(+)

RDB(-)

SHIELD

SDB(+)

SDA(-)

RDB(+)

RDA(-)

終端抵抗
220Ω

RSB(+)

RSA(-)

（2）4線式

SDB(+)

SDA(-)

RDB(+)

RDA(-)

SG

SDB(-)

SG SG SG

UT/UP
MELSEC-Q

シリアルコミュニケーションユニット

終端抵抗
220Ω

SDA(+)

RDA(+)

RDB(-)

SHIELD

SDB(+)

SDA(-)

RDB(+)

RDA(-)

UT/UP

SDB(+)

SDA(-)

RDB(+)

RDA(-)

終端抵抗
220Ω

UT/UPの背面端子例

4
線
式
用
端
子

SDA

SDB

RDA

RDB

SG

FG

FG

MELSEC端子台
Q71C24形

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

407

401

408

409

410

411

412

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

101
-112

501
-512

401
-412

301
-312

201
-212

UT55A/UT35Aの背面端子例

E4端子エリア

E3端子エリア E2端子エリア

E1端子エリア

2010.09.06-00
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3. 設定

3.1 MELSEC-Qの設定

MELSEC-Qの設定は三菱電機（株）社製のGX Developerを使用します。
1. GX Developerを起動します。
2. [PCパラメータ]を選択し，I/O割付設定を選択します。

3. Qn（H）パラメータ設定画面が展開されます。

2010.09.06-00
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4. スイッチ設定をクリックします。
下図は，2スロットにシリアルコミュニケーションユニットが使用されている例です。

ここをクリックします

5. I/O,インテリジェント機能ユニットスイッチ設定画面が展開されます。
6. 下記画面を参考にスイッチ3とスイッチ4を設定します。
7. スイッチ設定後に設定終了をクリックします。

下図は，ch1=RS232C，ch2=RS422/RS485としており，ch1が未使用のためスイッチ1=0000，ス
イッチ2=0000と設定しています。

ここを設定します

最後にここをクリックします

2010.09.06-00
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PCシステム設定内容詳細

ここの2箇所を設定します。

インテリジェント機能ユニット設定

50 2 0020 1

電源

2

3

4

5

CPU

CPU

0 1 2 3

管理CPU

0000

0000

0582

0006

0000

MELSECデフォルト値 シリアルコミュニケーション
ユニットのスロット番号

CH2側インターフェース用

CPU側 インテリユニット側

割込み
ポインタ
先頭No.

割込み
ポインタ
個数

先頭
I/ONo.

先頭
SINo.

XYNo.

入力16点 出力16点 インテリ
32点

エラー時出力

エラー時動作

I/O応答時間

汎用スイッチ 1

汎用スイッチの内容

スイッチ番号 内容

スイッチ1

スイッチ2

スイッチ3

スイッチ4

スイッチ5

b15　～　b8 b7　～　b0　

b7　～　b0　

CH1通信速度設定 CH1伝送設定

CH1交信プロトコル設定

b15　～　b8

CH2通信速度設定 CH2伝送設定

CH2交信プロトコル設定

局番設定

備考

2010.09.06-00



TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

9＜目次＞

汎用スイッチ3の設定

汎用スイッチ3の設定と内容を下記に示します。

● 上位ビットの設定

b15 ～ b8 (HEX)

50

300

600

1200

2400

4800

9600

14400

19200

28800

38400

57600

115200

0FH

00H

01H

02H

03H

04H

05H

06H

07H

08H

09H

0AH

0BH

通信速度 (bps)

● 下位ビットの設定

ビット 内容

b5

b6

b7

サムチェック

RUN中書込み

設定変更

OFF(0)

なし

禁止

禁止

ON(1)

b0 動作設定 独立 連動

b1 データビット 7 8

b2 パリティビット なし あり

b4 ストップビット 1 2

あり

許可

許可

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CH1側

CH2側1 0 0 0 0 0 1 0

備考

b3 パリティ 奇数 偶数 パリティビットがありの時のみ有効

● 設定結果

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CH1側

CH2側

b11 b10 b9 b8

0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0

b12b13b14b15

582H

2010.09.06-00
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汎用スイッチ4

汎用スイッチ4の設定と内容を下記に示します。

設定番号 内容

0H

1H

6H

～ ～

GPPW接続

MCプロトコル

無手順プロトコル

～ ～

汎用スイッチ5

局番設定です。「0」を設定してください。

3.2 UT/UPの設定

UT/UPの設定は，通信関連のパラメータで設定します。

パラメータ記号 パラメータ名称 設定範囲と解説 初期値

プロトコル選択 00 :  パソコンリンク通信
1 :  パソコンリンク通信(サムチェック付き)
2 :  ラダー通信
3 :  協調親局
4 :  協調子局
7 :  MODBUS(ASCII)
8 :  MODBUS(RTU)
10 :  協調子局(ループ1モード)
11 :  協調子局(ループ2モード)
（10, 11:親局が2ループ制御のとき，子局は親局の
どちらのループの制御に従うかを選択できます）

（PSL）

最小応答時間 0～10 (×10ms.) 0

通信速度 600(0), 1200(1), 2400(2), 4800(3), 9600(4) (bps) 9600(4)

パリティ NONE(0) :  なし
EVEN(1) :  偶数
ODD(2) :  奇数

NONE(0)

ストップピット 1, 2 1

データ長 7, 8 ;  
MODBUS(ASCII)のとき，7固定です。
MODBUS(RTU)，ラダーのとき，8固定です。

8

アドレス 1～99, ただし最大31台まで接続可能 1

（RP.T）

（BPS）

（PRI）

（STP）

（DLN）

（ADR）

：サンプル例としての設定値



TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

11＜目次＞

2010.09.06-00

UT55A/UT35Aの場合

注：（　）内の数値は，通信で設定するときの値です。
*1：38400bps；UT55A/UT35Aの場合，基本仕様コードのタイプ3=1のみ指定できます。
 UT52A/UT32Aの場合，基本仕様コードのタイプ2=1のみ指定できます。
*2：パラメータ表示レベル（LEVL）パラメータの設定により，表示されない場合があります。

パラメータ
記号

パラメータ名称グループ
表示

設定範囲と解説 メニュー記号

プロトコル選択UT55Aの
場合：
E3または
E4

UT52Aの
場合：
E1

UT35Aの
場合：
E3

UT32Aの
場合：
E1

R485パソコンリンク通信 PCL(0)
パソコンリンク通信(サムチェック付) PCLSM(1)
ラダー通信 LADR(2)
協調親局 CO-M(3)
協調子局 CO-S(4)
MODBUS通信(ASCII) MBASC(7)
MODBUS通信(RTU) MBRTU(8)
協調子局(ループ1モード) CO-S1(10)
協調子局(ループ2モード) CO-S2(11)
機器間通信 P-P(12)

（PSL）

最小応答時間 0～10 (×10ms)

通信速度 600bps 600(0)
1200bps 1200(1)
2400bps 2400(2)
4800bps 4800(3)
9600bps 9600(4)
19200bps 19200(5)
38400bps *1 38400(6)

パリティ NONE(0) :  なし
EVEN(1) :  偶数
ODD(2) :  奇数

ストップビット 1bit 1(1)
2bit 2(2)

データ長 パソコンリンク通信 7bit(7)
 8bit(8)
MODBUS通信(ASCII) 7bit(7)固定
MODBUS通信(RTU) 8bit(8)固定
ラダー通信 8bit(8)固定

アドレス 1～99

初期値 サンプル例

MBRTU(8)

0

19200(5)

EVEN(1)

1(1)

8bit(8)

1

LADR(2)

0

9600(4)

NONE(0)

1

8bit(8)

1

（RP.T）

（BPS）

（PRI）

（STP）

（DLN）

（ADR）

*2
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4. 通信の基本

UT/UP調節計では，すべてのプロセスデータ，設定パラメータをワード単位のレジスタに割り付け
ています。
ラダープログラムで調節計内部のレジスタ番号を指定し，データの読出し／書込みを行います。

データの送受信は，MELSEC-Qのシリアルコミュニケーションユニットを介して行います。
（詳細はMELSEC-Qのシリアルコミュニケーションユニットの取扱説明書をご参照ください。）

シーケンサ
CPU

シリアルコミュニ
ケーションユニット
送信エリア
(H800)

受信エリア
(HA00)

書込みTO命令

読出しFROM命令

コマンド

レスポンス

調節計　UT/UP

調節計　UT/UP

Dレジスタ番号 内容

調節計Dレジスタマップ（一部）

D0001

D0002

D0003

D0004

・

・

ADERROR

ERROR

PV

CSP

・

・



TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

13＜目次＞

2010.09.06-00

5. 通信の手順

アドレス番号1を設定したUT/UP調節計のPVエラー情報（ERROR），測定入力（PV），現在の目
標設定値（CSP），制御出力値（OUT）の4データを読み出す例で説明します。
スロット0には16点入力モジュール／スロット1には16点出力モジュール
スロット2にはシリアルコミュニケーションユニットを挿した状態の例です。

5.1 全体の流れ

スロット番号

Dレジスタ番号 内容

調節計Dレジスタマップ（一部）

D0001

D0002

D0003

D0004

D0005

・

ADERROR

ERROR

PV

CSP

OUT

・

DI
モジュール

DO
モジュール

UT/UP調節計
アドレス1 (ADR=1)

0 1 2

ｼﾘｱﾙ
ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ
ﾕﾆｯﾄ

TO命令送信データ

送信要求信号ON

送信完了

送信要求信号OFF

受信読出要求

FROM命令データ取り込み

読出し完了信号

コマンド送信

レスポンス受信

シーケンサCPU
シリアル

コミュニケーションユニット
UT/UP調節計

①

②

⑧

⑨

③

④

⑤

⑦ ⑥

① TO命令でPLCのCPUからシリアルコミュニケーションユニットの送信用バッファに対し読出
しまたは，書込み命令を転送します。

②③ 送信要求信号をONにしUTに命令を送信します。
④⑤ 送信が終了すると送信完了信号がONになり送信要求信号をOFFにします。
⑥ UT/UPは，コマンドを受け取ると命令に対するレスポンスを返し，そのデータはいったん，

シリアルコミュニケーションユニットの受信用バッファに格納されます。
⑦⑧ UT/UPからの受信が終了すると受信読み出し要求信号をONにし，FROM命令を実行します。

（FROM命令でシリアルコミュニケーションユニットのデータをPLCのDレジスタに転送しま
す。）

⑨ 転送が終了すると読出し完了信号をONにし受信読み出し要求信号をOFFにします。
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5.2 シーケンサからの送信

シーケンサからの読み出し／書き込み命令送信を①～⑤の手順で行います。
① 送信データをシーケンサCPUからTO命令でシリアルコミュニケーションユニットの送信エリ

アへ転送します。
② シーケンサCPUからシリアルコミュニケーションユニットに送信要求を出します。
③ シリアルコミュニケーションの送信エリアに書き込まれた送信データが調節計へ出力されま

す。
④ 送信が終了するとシリアルコミュニケーションユニットの送信完了フラグがONとなります。
⑤ 送信要求信号をOFFにします。

調節計のアドレス

00H 05H

01H 01H

02H 00H

00H 00H

04H 00H

0AH 0DH

シリアルコミュニケーション
ユニットの送信エリア

送信データの文字数

常に01固定

調節計の読み出し先頭アドレス
（上下バイト反転）
この場合D0002となる。

読み書き命令
0000=読込
1000=書き込み

読み出しデータ数
又は書き込みデータ
（上下バイト反転）

終了コード

01  01 00  02 00  00 00  04 0D  0A

CR  LF

アドレス

CPUNo.
Dレジスタ番号

読出し命令(0000)
書込み命令(0010)

読出時は読出し個数
書込時は書込データ

終了コード

シーケンサCPU内レジスタ

TO命令

送信データ数

送信データ
00H 05HD0

D1

D2

D3

D4

D5

②
④

⑤

①

③

送信要求
Y27

送信完了
X27

01H 01H

02H 00H

00H 00H

04H 00H

0AH 0DH

800H

801H

802H

803H

804H

805H

5ワード
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送信プログラム例

MOVP  H0005  D0

MOVP  H0101  D1

MOVP  H0200  D2

MOVP  H0000  D3

MOVP  H0400  D4

MOVP  H0A0D  D5

TOP H0002 H0800 D0 K6

SET  Y27

RST  Y27

M0 X27 Y27

ワンショット 送信完了 送信要求

X27

送信完了

PLS M0

X0

X0がOFF→ON時にM0を1スキャン
だけONさせる。

これから送信するコマンドの
ワード数（ここでは5個）を
D0レジスタに書き込む。

CPUNo=1（固定），アドレスNo
（UT/UPに設定したアドレス）
（ここでは1）をD1レジスタに
書き込む。

UT/UPから読み出すパラメータの
Dレジスタ先頭番号（ここでは
D0002）をD2レジスタに書き込む。

読み出し指令=0000をD3レジスタ
に書き込む。（書き込みの場合は
1000にする）

読み出すパラメータ数（ここでは
D0002～D0005の4個）をD4レジ
スタに書き込む。
書き込みの場合は書き込みデータ。
25.7℃であれば上下バイト入れ
替えのため5702となる。

コマンド終了を示すコード
0A0D（CR LF）をD5レジスタに
書き込む。

①MELSEC-Q CPUのD0～D5に書き
込んだ送信コマンドをシリアル
コミュニケーションユニット送信
エリア（アドレス0800～）に
転送する。

②③送信要求信号ON（シリアル
コミュニケーションユニットから
送信コマンドがUTへ出力される。）

④⑤送信が完了したら（シリアル
コミュニケーションユニットの
送信完了フラグがたったら）送信
要求信号をOFFさせる。

送信指令

UTのDレジスタ読み出し先頭番号
（上下バイト入れ替え）

読み出し個数
（上下バイト入れ替え）

D0～D5の6個
シリアルコミュニケーションユニットの先頭入出力
番号□（先頭入出力番号を16進数3桁で表した時の
上2桁）ここでは02（2でも可）となる。

CPUNo アドレスNo

シリアルコミュニケーション
ユニットの送信エリアアドレス

シーケンサCPUの
レジスタアドレス

シリアルコミュニケーションユニット
の先頭入出力番号□（先頭入出力番号
を16進数3桁で表した時の上2桁）
ここでは02（2でも可）となる。

X□7
Y□7
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5.3 シーケンサの受信

⑥～⑨で受信手順を示します。
⑥ シリアルコミュニケーションユニットが調節計のレスポンスを受信し，データを受信エリア

に格納します。
⑦ 終了コード（CR LF）を受信すると，シリアルコミュニケーションユニットの受信読み出し要

求フラグがONになります。
⑧ シーケンサCPUがシリアルコミュニケーションユニット受信エリアの受信データをFROM命令

で読み出します。
⑨ 受信データ読み出し完了信号を出します。

01H 00H

50H 00H

読み出し=0/書き込み=1
符号(+)=0/(-)=1

0固定
5桁目のデータ

データレジスタの
読み方

シーケンサCPU内レジスタ

01 01 00 02 00 00 10 00 00 01 00 50 00 00 02 00 00 00 00 12 CR LF

PVエラー PV C.SP OUTアドレス
CPUNo

Dレジスタ
先頭番号

受信データ数0B個

00H 0BH

01H 01H

02H 00H

00H 00H

00H 10H

01H 00H

50H 00H

00H 00H

00H 02H

01H 00H

12H 00H

0AH 0DH

00H 0BH

01H 01H

02H 00H

00H 00H

00H 10H

01H 00H

50H 00H

00H 00H

00H 02H

00H 00H

12H 00H

0AH 0DH

受信データの文字数
（読み出しデータ数＊2+3）個

調節計のアドレス

調節計の先頭Dレジスタ番号
or書き込みデータ

PVエラー情報（D0002）

測定値PV（D0003）
この場合は-5.0℃

現在の目標設定値CSP
（D0004）

この場合は+20.0℃

制御出力値OUT（D0005）
この場合は+1.2%

0A00H

0A01H

0A02H

0A03H

0A04H

0A05H

0A06H

0A07H

0A08H

0A09H

0A0AH

0A0BH

アドレス
D100

D101

D102

D103

D104

D105

D106

D107

D108

D109

D110

D111

FROM

シリアルコミュニケーション
ユニットの受信エリア

受信データ読み出し要求X2A

受信データ読み出し完了Y28

⑥

⑧

D105

D106

⑧
FROM命令

データ読み込み

⑦

⑨

終了
コード
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受信プログラム例

MOVP D100 Z0

FROMP H0002 H0A00 D100 K1

FROMP H0002 H0A01 D101 K0Z0

Y28

X2A

受信
読出
要求

読み出し要求フラグがたっ
たら，シリアルコミュニ
ケーションユニットの受信
エリア（アドレスH0A00）
からシーケンサCPUのD100
レジスタに受信データサイ
ズを転送する。

インデックスレジスタZに
受信データサイズ（D100
のデータ）を転送する。

⑧シリアルコミュニケー
ションユニット受信エリア
（H0A01～）からシーケン
サCPUのD101へ受信デー
タサイズ分（KZ0）データ
を転送する。

⑨受信データ読み出し完了
リレーをONする。

シリアルコミュニケーションユニット
受信データサイズ格納エリア
（ここでは11（H0B）が入っている）

転送データ数は1個

転送先のシーケンサ
CPUレジスタアドレス

転送データ数
はK0Z個（11個）

シリアルコミュニケーション
ユニットの受信エリア

シリアルコミュニケーションユニット
の先頭入出力番号□（先頭入出力番号
を16進数3桁で表した時の上2桁）ここ
では02（2でも可）となる。

X□A
Y□8

シリアルコミュニケーションユニットの先頭入出
力番号□（先頭入出力番号を16進数3桁で表した
時の上2桁）ここでは02（2でも可）となる。

シリアルコミュニケーションユニットの先頭入出
力番号□（先頭入出力番号を16進数3桁で表した
時の上2桁）ここでは02（2でも可）となる。

転送先のシーケンサ
CPUレジスタアドレス
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6. サンプルプログラム

6.1 サンプルプログラムの概要

① 読み出し機能

3台のUTディジタル指示調節計のPVエラー情報（ERROR），測定入力値（PV），目標設定値
（CSP），制御出力値（OUT）をシーケンサのレジスタに定周期で読み込みます。

シーケンサのレジスタ番号（読み込み先）

UTアドレス1(UT1) UTアドレス2(UT2) UTアドレス3(UT3)

PVエラー情報 (ERROR)

測定入力値 (PV)

目標設定値 (CSP)

制御出力値 (OUT)

D104

D106

D108

D110

D124

D126

D128

D130

D144

D146

D148

D150

② 書き込み機能

アドレス1,2,3の調節計の目標設定値（CSP）をPLCより変更します。

一定時間で設定値変更を繰り返し実行

UT1 SP値 123℃ 10℃

UT2 SP値 123℃ 20℃

UT3 SP値 123℃ 30℃

6.2 システムフロー

UT
アドレス1

UT
アドレス2

UT
アドレス3

ｼﾘｱﾙ
ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ
ﾕﾆｯﾄ

DI
モジュール

DO
モジュール

MELSEC-Q
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6.3 サンプルプログラムフローチャート

スタート

送信フラグ処理①

M601
ON

読み込み指令
送信処理

M602
ON

読み込み指令
送信処理

受信処理

受信処理

受信処理

M603
ON

読み込み指令
送信処理

M604
ON

設定値
書き込み処理

M605
ON

設定値
書き込み処理

M606
ON

設定値
書き込み処理

設定値の
書き換え処理②

D201

D202

エンド

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

M601からM606
送信フラグ実行

D203
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① 送信フラグ処理フロー

1秒クロックリレーSM1032のON/OFFでカウンタC0を起動し，M601～M606（送信フラグ）を順次
ON/OFFさせます。M601～M606（送信フラグ）がONになるとフラグに対応する送信処理が行われ
ます。

CPURUN 1秒クロック カウンタ値
C0=7

スタート

カウンタアクセス
C0

カウンタ値C0=1
M601 ON

カウンタ値C0=2
M602 ON

カウンタ値C0=3
M603 ON

カウンタ値C0=4
M604 ON

カウンタ値C0=5
M605 ON

カウンタ値C0=6
M606 ON

カウンタリセット
C0=0実行

エンド

Ｙ Ｙ Ｙ

シーケンサのRUNまたは、カウンタ値が
7までカウントアップ後にリセットを実行
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② 設定値書き換え処理フロー

1秒クロックリレーSM1032のON/OFFでカウンタを起動し，UT1～3の設定値を順次変更します。動
作としては，始めUTの設定値を全て123℃に順次設定を行います。次にUT1のSPを10℃，UT2のSP
を20℃，UT3のSPを30℃に順次設定します。

CPURUN 1秒クロック カウンタ値
C1=30

スタート

カウンタアクセス
C1

カウンタ値C1=1
UT1 SP=123℃

カウンタ値C1=5
UT2 SP=123℃

カウンタ値C1=10
UT3 SP=123℃

カウンタ値C1=15
UT1 SP=10℃

カウンタ値C1=20
UT2 SP=20℃

カウンタ値C1=25
UT3 SP=30℃

カウンタリセット
C1=0実行

エンド

Ｙ Ｙ Ｙ

シーケンサのRUNまたは、カウンタ値が30まで
カウントアップ後にリセットを実行
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6.4 サンプルプログラム例

＊＊＊　送信フラグ処理　＊＊＊

CPU RUN

RST C0

C0

SM1038

送信用カウンタ 送信用
カウンタ

送信フラグ用
カウンタリセット

SM1032

1秒タイマースイッチ

C0

K7

＝　K1　C0 PLS M601

送信用
カウンタ

＝　K2　C0 PLS M602

送信用
カウンタ

＝　K3　C0 PLS M603

送信用
カウンタ

＝　K4　C0 PLS M604

送信用
カウンタ

＝　K5　C0 PLS M605

送信用
カウンタ

＝　K6　C0 PLS M606

送信用
カウンタ

送信フラグ用
カウンタ1.0秒ON
カウンタアップ値“7”

N01送信FL
ON 1.0秒後

N01送信FL
ON 2.0秒後

N01送信FL
ON 3.0秒後

N01送信FL
ON 4.0秒後

N01送信FL
ON 5.0秒後

N01送信FL
ON 6.0秒後

送信1フラグ

送信2フラグ

送信3フラグ

送信4フラグ

送信5フラグ

送信6フラグ

4

22

48

66

84

102

120

138
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＊＊＊　設定値書換え処理　＊＊＊

SM1032

1秒タイマースイッチ

CPU RUN

＝　C1　K1

SP値切替用
カウンタ

＝　C1　K5 MOVP  H2301  D202

SP値切替用
カウンタ

＝　C1　K15 MOVP  H1000  D201

SP値切替用
カウンタ

＝　C1　K20 MOVP  H2000  D202

SP値切替用
カウンタ

＝　C1　K10 MOVP  H2301  D203

SP値切替用
カウンタ

＝　C1　K25 MOVP  H3000  D203

SP値切替用
カウンタ

RST C1

C1

SM1038

SP値切替用カウンタ

MOVP  H2301  D201

C1

K30
設定値切替用
カウンタ1秒毎ON
カウントアップ“30”

設定値切替用
カウンタリセット

ステーション1 UT
SP=123℃書込み

ステーション2 UT
SP=123℃書込み

ステーション3 UT
SP=123℃書込み

ステーション1 UT
SP=10℃書込み

ステーション2 UT
SP=20℃書込み

ステーション3 UT
SP=30℃書込み

ST1
spset

ST2
spset

ST3
spset

ST1
spset

ST2
spset

ST3
spset

156

182

201

221

241

261

280

299

SP値切替用
カウンタ
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＊＊＊　読込指令送信処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス1番
を指定

UTの先頭読み出し番号
をD0002と指定

読み込み実行を指定

先頭番号より4個
データを読み出し

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭にした
6個のデータを転送

MOVP H5 D0

MOVP H0101 D1

MOVP H200 D2

MOVP H0 D3

MOVP H400 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

RST Y27

M601 X27 Y27

送信1フラグ 送信完了 送信要求

X27

送信完了

送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数

送信
データ数

送信要求

送信要求

318

350
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＊＊＊　受信処理　＊＊＊

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A00”
を先頭にデータを1個D100
に転送

D100のデータをZに転送

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A01”
を先頭にしたZ個のデータを
D101を先頭にしたDレジスタ
に転送

352 ＝ H101 D1

MOVP　D100　Z0

FROMP  H2  H0A00  D100  K1

Z0　H5

CJ P685

FROMP H2 H0A01 D101 K0Z0

Y28

X2A

CPU
アドレス

受信
読出
要求

データ
サイズ

データ
サイズ

受信読出完了
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＊＊＊　読込指令送信処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス2番
を指定

UTの先頭読み出し番号
をD0002と指定

読み込み実行を指定

先頭番号より4個
データを読み出し

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭にした
6個のデータを転送

MOVP H0005 D0

MOVP H0102 D1

MOVP H200 D2

MOVP H0 D3

MOVP H400 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

RST Y27

M602 X27 Y27

送信1フラグ 送信完了 送信要求

X27

送信完了

送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数

送信
データ数

送信要求

送信要求

408

439
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＊＊＊　受信処理　＊＊＊

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A00”
を先頭にデータを1個D120
に転送

D120のデータをZに転送

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A01”
を先頭にしたZ個のデータを
D121を先頭にしたDレジスタ
に転送

441 ＝ H102 D1

MOVP D120 Z0

FROMP  H2  H0A00  D120  K1

Z0　H5

CJ P685

FROMP H2 H0A01 D121 K0Z0

Y28

X2A

CPU
アドレス

受信
読出
要求

データ
サイズ

データ
サイズ

受信読出完了
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＊＊＊　読込指令送信処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス3番
を指定

UTの先頭読み出し番号
をD0002と指定

読み込み実行を指定

先頭番号より4個
データを読み出し

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭にした
6個のデータを転送

MOVP H5 D0

MOVP H0103 D1

MOVP H200 D2

MOVP H0 D3

MOVP H400 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

M603 X27 Y27

送信3フラグ 送信完了 送信要求 送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数

送信
データ数

送信要求

497



TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

29＜目次＞

2010.09.06-00

＊＊＊　受信処理　＊＊＊

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A00”
を先頭にデータを1個D140
に転送

D140のデータをZに転送

シリアルコミュニケーション
ユニットのアドレス“0A01”
を先頭にしたZ個のデータを
D141を先頭にしたDレジスタ
に転送

528 ＝ H103 D1

MOVP D140 Z0

FROMP  H2  H0A00  D140  K1

Z0　H5

CJ P685

FROMP H2 H0A01 D141 K0Z0

Y28

X2A

CPU
アドレス

受信
読出
要求

データ
サイズ

データ
サイズ

受信読出完了

RST Y27

X27

送信完了 送信要求

584
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＊＊＊　設定値書込み処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス1番
を指定

UTの書き込み先
Dレジスタ番号を指定
D215：リモートSP

書き込み実行を指定

書き込みデータを転送

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭に
6個のデータを転送

MOVP H5 D0

MOVP H0101 D1

MOVP H1502 D2

MOVP H1000 D3

MOVP D201 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

M604 X27 Y27

送信4フラグ 送信完了 送信要求 送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数ST1
spset

送信
データ数

586

RST Y27

X27

送信完了

617



TI 05A02A07-02All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation

31＜目次＞

＊＊＊　設定値書込み処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス2番
を指定

UTの書き込み先
Dレジスタ番号を
指定D215：リモートSP

書き込み実行を指定

書き込みデータを転送

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭に
6個のデータを転送

MOVP H5 D0

MOVP H0102 D1

MOVP H1502 D2

MOVP H1000 D3

MOVP D202 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

M605 X27 Y27

送信5フラグ 送信完了 送信要求 送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数ST2
spset

送信
データ数

619

RST Y27

X27

送信完了

650

2010.09.06-00
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＊＊＊　設定値書込み処理　＊＊＊

送信データ数を宣言

UTアドレス3番
を指定

UTの書き込み先
Dレジスタ番号を
指定D215：リモートSP

書き込み実行を指定

書き込みデータを転送

送信完了

シリアルコミュニケー
ションユニットのアドレス
“0800”にD0を先頭に
6個のデータを転送

MOVP H5 D0

MOVP H0103 D1

MOVP H1502 D2

MOVP H1000 D3

MOVP D203 D4

MOVP H0A0D D5

TOP  H2  H800  D0  K6

SET Y27

M606 X27 Y27

送信6フラグ 送信完了 送信要求 送信
データ数

CPU
アドレス

Dレジスタ
No先頭

r/wコマンド

送信END

データor数ST3
spset

送信
データ数

652

RST Y27

X27

送信完了

683

P685

END

685

686

2010.09.06-00
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